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平均場近似では,擬一次元磁性体 (J′≪J:･の転移点Tcは,錯内スピン相関距離 El｡

(T)とkBTc=zJ′･fld(Tc)の関係にあるo kBT/J≪1でき1d(T)の非常に延び

る物質では,不純物の存在又は磁場の効果は,もろにfl｡(T)に反映され, Tcの急激

な移行や,磁気比熱CM(H,T)の形の変化などにも観測される.

(1)不純物効果 ;不純物 (dilution)によって一般にTcは, その系固有の臨界濃度をめ

がけて下降する(第 1図 )o三次元,二次元格子では,微小量の不純物に対して,Tcは

図の原点近くをめがけ (ほぼ濃度に比例して )下降するのに対し,擬一次元系では,上

述の理由でより急激に下降するO実験例として, (CH3)3NHC叱E3･2H20-Mn系

(J′/J=10~2)1), DMMC-Cu糸(10-3)2),及びTMMC-Cu糸 (10~4)をとりあげ

報告する｡

(2)磁場効果 ;一般にネール点TNは磁場Hkより下降するO擬一次元系でも,異方性

の強い (CH3)3NHCoCe3･2H20では,琴 3,4図に示すように弱磁場下でTN(H)

はH2に比例 して下降し,さらにH≧Hcでは,CM(H,T)は, isolatedIsinglinear

chainに対する計算値で再現できる｡しかし最近擬一次元′､イゼンベルグ反強磁性体 (1d

-H-AF)物質でrN(H)の上昇する現象が観測されはじめ, 理論的にもその可能性が

指摘されている3)｡第 5, 6図にTMMCの単結晶磁場中比熱を示す｡TN(H)は,第

工区に示すように,H⊥C-axis方向では, NMR,proton-T14)等による観測と, 同

一傾向を示し上昇する｡H//C-axisでは,H≦10kGで は,Hにlinearに上昇する.

現象論的には,ヱ=こより, El°(T)が延び,TN(H)/TN(0)=El｡(H)/fld(0)の上昇
を導びくであろうことが理解できるが,定量的な議論は,スピン相関の磁場依存性に関

する知識が要求される｡

(割+不純物を含む 1d-H-AF系の磁場効果 ;我々はTN(H)のHによる上昇 を1d-H-
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AF系に一般的な特徴と考え,他の系でも観測しつつあるが6), その原因は Eld(H)の

延びにあると思われるOこのことを実験的に確立するためにCu2+約 0.5%をimpurity

として含むTMMC単結晶磁場中比熱を測定した｡この場合 fldの長さは,物理的にim-

purityで有限長に切断されていると考えられるので,Hがかけられても,もはや fldは

延びようがなく,従ってTN(H)も上昇しないはずであるO結果払 第8図にみるよう

に,H-0では,Cu2十約 0.5%のためTNは, 10%下った温度に,巾広い山を示すが,

H-5, 10,15,20kGでは,この山は,Puresystemとは対称的に,高温側-は移

行せず (500Gではむしろやや下る/),低磁場で broadoutする｡Cp(a,T)がCp

(0,T)より大きい点はPuresystemの場合と同様である｡理論的には, kBT/J< 1

に対し,同一 kBT/Jに対しHeisenbergchainよりⅩ-Ychainの方がCp(0,T)が大き

くなる(♂ -1/2or1)ことを考えあわせると,磁場下で実効的にスピン空間の次元

数が3- 2と変わる可能性があると思われる｡
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(---はJMn_IMP…0とした理論値5)(J′/
′ =10~4 ) )
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図 3. (CH,)3NHCoCe3,2H20(J′/J=■二二:=:二二二二_二二_｣

10~2)のCM(a,T)

@H/Hc-0,@ 0.78 @ 1.10
④2.310

実線は, gc-6･42,I/kB-14K
とした理論値｡
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図 6. TMMCpure
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図4. (CH3)3NHCoCβ3･2H20

のTN(H)
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図8. TMMCwith

注 :図5,6,8のCp(H,T)は arbitraryunit.
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`̀スピングラス''の実験と理論の問題点

名大 理 金 吉 敬 人

`̀スピングラス"も実験的にはかなり整理され問題点も明瞭になって来ました｡しか

し実験結果の解釈 となると,大別して二つの流れ (相転移派とN占elmodel派 )に分れ,

百花咲きみだれております｡ここでは総ての花の収集を避け,相転移派の立場に立って

`̀スピングラス''の問題を鑑賞したいと思います｡

まず"canonical-と言われるスピングラスCuMn,AuFeの実験結果を述べるのが適当

でしょう(Mydosh)o

(i) T-Tf ;X,M,メスバウワ-効果,〟+異常ホール効果等に明確な相変化が見ら

れる｡ それに対しC,〟,S,電子スピン共鳴等にはそのような変化がみられないo

(ii) T≫Tf ;温度がTfに向って減少するにつれてT-2Tf程度の所から短距離の

磁気的相関(cluster)が成長しはじめるo ここで注目すべき点は主に(ii)と中性子散乱の結

果がN占el派に有利に働いてお りました(Murani)o従って相転移派にとっては,その非弾

性中性子散乱の解釈は一つの大きな問題点でもありました｡
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